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(57)【要約】
　疎水性皮膚軟化剤及び結晶構造化剤を有して、向上された手のスキンケア利益と優れた
グリース洗浄及び／又は泡効果（suds mileage）とを提供する液体洗剤組成物を用いた食
器類の洗浄方法。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　食器類の洗浄方法であって、疎水性皮膚軟化剤及び結晶構造化剤を含む液体洗剤組成物
を前記食器類上に適用する工程を含む、方法。
【請求項２】
　前記結晶構造化剤が、ヒドロキシル含有脂肪酸、脂肪酸エステル又は脂肪石鹸蝋状材料
、エチレングリコール脂肪酸エステル、及びこれらの混合物からなる群から選択される、
請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記疎水性皮膚軟化剤が、炭化水素油及び蝋；シリコーン；脂肪酸誘導体；グリセリド
エステル、ジ及びトリ－グリセリド、アセトグリセリドエステル；アルキル及びアルケニ
ルエステル；コレステロール及びコレステロール誘導体；植物油、植物油誘導体、液体非
消化性油、又は液体消化性若しくは非消化性油と固体ポリオールポリエステルとのブレン
ド；ラノリン及びその誘導体、蜜蝋及びその誘導体、鯨蝋、キャンデリラ、並びにカルナ
バ蝋などの天然蝋；レシチン及びその誘導体などのリン脂質；セラミドなどのスフィンゴ
脂質；並びにこれらの混合物からなる群から、好ましくは炭化水素油及び蝋、植物油、天
然蝋、並びにこれらの混合物からなる群から選択される、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記結晶構造化剤が硬化ヒマシ油であり、前記疎水性皮膚軟化剤がワセリン、ヒマシ油
、鉱油、及びこれらの混合物からなる群から選択される、請求項１～３のいずれか一項に
記載の方法。
【請求項５】
　前記疎水性皮膚軟化剤が、前記組成物の０．２５重量％～１０重量％、好ましくは０．
３重量％～８重量％、より好ましくは０．５重量％～６重量％の濃度で含まれる、請求項
１～４のいずれか一項に記載の方法。
【請求項６】
　前記結晶構造化剤が、前記組成物の０．０２重量％～５重量％、好ましくは０．０５重
量％～２重量％、より好ましくは０．１重量％～１．５重量％の濃度で含まれる、請求項
１～５のいずれか一項に記載の方法。
【請求項７】
　前記結晶構造化剤が、前記組成物の０．０２重量％～５重量％の硬化ヒマシ油と、前記
組成物の０．００００１重量％～１．５重量％のエチレングリコールジステアレートとの
ブレンドである、請求項１～６のいずれか一項に記載の方法。
【請求項８】
　前記組成物が更に、前記組成物の４重量％～４０重量％、好ましくは６重量％～３２重
量％、好ましくは１１重量％～２５重量％、より好ましくは１１重量％～１８重量％のア
ニオン性界面活性剤、更により好ましくは前記組成物の１５重量％以下、好ましくは１０
重量％以下、好ましくは５重量％以下のスルホネート界面活性剤を含む、請求項１～７の
いずれか一項に記載の方法。
【請求項９】
　前記組成物が更に、前記組成物の０．０１重量％～２０重量％、好ましくは０．５重量
％～１２重量％の、両性界面活性剤、双極性界面活性剤、及びこれらの混合物からなる群
から選択される、好ましくはアミンオキシド及びベタイン界面活性剤からなる群から選択
される界面活性剤、より好ましくはココジメチルアミンオキシドを含む、請求項１～８の
いずれか一項に記載の方法。
【請求項１０】
　前記組成物が更に、前記組成物の０．１重量％～４５重量％の、１～２５モルのエチレ
ンオキシドを有するＣ8～Ｃ22脂肪族アルコール、アルキルポリグリコシド、脂肪酸アミ
ド界面活性剤、及びこれらの混合物からなる群から選択される非イオン性界面活性剤を含
む、請求項１～９のいずれか一項に記載の方法。
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【請求項１１】
　前記組成物が更に、アミラーゼ、プロテアーゼ、リパーゼ及びこれらの混合物からなる
群から選択される酵素、より好ましくはプロテアーゼを含む、請求項１～１０のいずれか
一項に記載の方法。
【請求項１２】
　前記組成物が更に、保湿剤、好ましくはグリセロール、尿素、及びこれらの混合物から
なる群から選択される保湿剤を含む、請求項１～１１のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１３】
　前記組成物が更に、好ましくは、アクリルアミドとＤＡＤＭＡＣとのコポリマー（ポリ
クオタニウム（Polyqualternium）－７）などの合成的に誘導されたコポリマー；カチオ
ン性多糖類、より好ましくは、エポキシド置換されたトリメチルアンモニウムと反応させ
たヒドロキシエチルセルロースの塩（ポリクオタニウム－１０）などのカチオン性セルロ
ース誘導体；及びグアーヒドロキシプロピルトリモニウムクロリドなどのカチオン性グア
ーガム誘導体；及びこれらの混合物からなる群から選択されるカチオン性ポリマーを含む
、請求項１～１２のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１４】
　前記組成物が更に、真珠光沢剤、好ましくは二酸化チタン処理した被覆雲母を含む、請
求項１～１３のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１５】
　向上された手のスキンケア利益のための、液体手洗い用食器類洗浄洗剤組成物中での疎
水性皮膚軟化剤及び結晶構造化剤の使用であって、好ましくは前記結晶構造化剤が、ヒド
ロキシル含有脂肪酸、脂肪族エステル、脂肪石鹸蝋状材料、及びこれらの混合物からなる
群から選択される、使用。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、疎水性皮膚軟化剤及び結晶構造化剤を含み、向上されたスキンケア利益と優
れたグリース洗浄及び／又は泡効果（suds mileage）とを提供する液体洗剤組成物を用い
た食器類の洗浄方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　手による食器類洗浄プロセス中、ユーザーの手は食器類洗浄洗剤に晒される。それらの
組成物は皮膚を損傷し並びに／又は皮膚刺激及び乾燥の原因となり得る界面活性剤及び他
の成分を含む。したがって、あるユーザーは、食器類洗浄プロセス後、鎮痛又は湿潤クリ
ームを適用して湿潤を取り戻す必要があるであろう。
【０００３】
　欧州特許第０４１０５６７号及び国際公開第２００８０４６７７８号は、低い濃度の皮
膚軟化剤を含む、スキンケア利益を与える液体食器類洗剤組成物について説明している。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】欧州特許第０４１０５６７号
【特許文献２】国際公開第２００８０４６７７８号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、液体食器類洗浄組成物の洗浄及び泡立ち性能に影響を及ぼすことなく、
皮膚損傷を防止し、更には優れた水分維持、向上された肌触り及び皮膚外観さえも提供す
る、長期保存可能な液体食器類洗浄組成物が依然として必要とされている。事実、スキン
ケア利益は、多くの場合、効果的な洗浄及び／又は泡立ちを犠牲にして得られるため、そ
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のような利益を有する液体食器類洗浄組成物を配合することは困難なものとなっている。
【０００６】
　本発明は、そのように高い濃度の皮膚軟化剤を要する、ユーザーの手に対する優れたス
キンケアの供給に関する。結晶構造化剤は、液体食器類洗浄洗剤組成物の安定性を向上さ
せ、したがって、洗浄に悪影響を与えることなく、より高い濃度の疎水性皮膚軟化剤を配
合できることが見出されている。
【０００７】
　本発明の手洗い用食器類洗浄方法は、食器類に優れたグリース洗浄、光沢及び泡を提供
する一方、スキンケアの向上と組成物の安定性とをバランスよく提供することが見出され
た。事実、食器類の洗浄は、頑固なグリースを洗浄すると同時に、向上されたスキンケア
及び泡により消費者を満足させる、困難な技術の組み合わせを要求する。
【０００８】
　本発明の更なる利点は、液体食器類洗浄組成物の使用中に一般に見出されるすべての条
件下で、スキンケア利益を供給できることである。これらの条件は、消費者が用いる様々
な異なる食器洗浄方法、即ち非希釈での適用から希釈された状態までに応じて変動する。
本発明の液体食器類洗浄洗剤組成物は、手による食器洗浄操作の状況において、向上され
た肌触り及び／又は皮膚外観を供給することができ、製品には、広い範囲の濃度レベルが
ある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本願は、疎水性皮膚軟化剤及び結晶構造化剤を含む液体洗剤組成物で食器類を洗浄する
方法に関する。
【００１０】
　本発明は更に、手の皮膚外観及び肌触りなどの手のスキンケア利益の向上のための、疎
水性皮膚軟化剤及び結晶構造化剤を含む液体洗剤組成物の使用を包含する。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　本明細書で使用するとき、「グリース」とは、少なくとも一部（即ち、グリースの少な
くとも約０．５重量％）に、飽和及び不飽和の油脂、好ましくは牛肉及び／若しくは鶏肉
のような動物性原料、並びに／又は植物原料に由来する油脂を含む物質を意味する。
【００１２】
　本明細書で使用するとき、「長期保存可能」とは、周囲条件下で少なくとも２週間、好
ましくは少なくとも６ヶ月、より好ましくは全く、相分離しない、非希釈の液体手洗い用
食器清浄組成物を意味する。
【００１３】
　本明細書で使用するとき、「水和」とは、外側から皮膚へ水を取り込むことを介して、
皮膚の水分レベルを最適化することを意味する。
【００１４】
　本明細書で使用するとき、「湿潤」とは、水和による、並びに／又は保水、閉鎖及び／
若しくは皮膚バリア状態の改善による、皮膚からの水損失の最小化による、皮膚中の水分
レベルの最適化を意味する。
【００１５】
　本明細書で使用するとき、「食器類」とは、セラミック、陶器、金属、ガラス、プラス
チック（ポリエチレン、ポリプロピレン、ポリスチレンなど）、及び木で作製された皿、
グラス、深鍋、鍋、オーブン用耐熱皿及び銀食器類などの、硬質表面を指す。
【００１６】
　本明細書で使用するとき、「食器類用液体洗剤組成物」とは、手作業による（即ち、手
による）食器類洗いに使用される組成物を指す。そのような組成物は、一般に、高い泡立
ち又は発泡の性質を有し、長期保存可能である。
【００１７】



(5) JP 2013-535547 A 2013.9.12

10

20

30

40

50

　本明細書で使用するとき、「手のスキンケア利益」とは、手皮膚の外観（滑らかさ、弾
力性、及び発赤が存在しないなど）、肌触り（柔軟性及びしなやかさなど）、及び皮膚水
分レベルに関連した任意の利益を意味する。
【００１８】
　本明細書で使用するとき、「泡立ち特性」とは、本発明の組成物の液体洗剤組成物の使
用によりもたらされる、洗浄プロセスの全体を通した泡立ちの量（多い又は少ない）及び
泡立ちの一貫性（持続的又は防止）を意味する。液体食器類洗浄洗剤組成物は、高い泡立
ち及び持続的な泡立ちを必要とする。このことは、消費者が、高い泡立ちを洗剤組成物の
性能の目安として用いることから、液体食器類洗浄洗剤組成物に関して特に重要である。
更に、液体食器類洗浄洗剤組成物の消費者は、洗浄液がまだ活性洗剤成分を含む目安とし
ても、泡立ち特性を使用する。消費者は、通常、泡立ちがなくなったときに洗浄液を新し
くする。したがって、少ない泡立ちの液体食器類洗浄洗剤組成物の製剤は、少ない泡立ち
レベルのために、消費者によって、必要以上に頻繁に取り替えられる傾向がある。
【００１９】
　食器類の洗浄／処理プロセス
　本発明の食器類の洗浄方法は、驚くべきことに、十分な食器類洗浄性能及び泡立ち特性
と、必要な製品安定性と、を維持する一方で、向上されたスキンケア利益、特に皮膚の滑
らかさ、柔軟性、しなやかさ、及び向上された皮膚外観などの感覚的利益を提供する。
【００２０】
　本発明は、本明細書に記載される結晶構造化剤及び疎水性皮膚軟化剤を含む液体組成物
で食器類を洗浄するプロセスを目的とする。前記プロセスは、この組成物を典型的には希
釈又は非希釈形態にて食器類の表面に適用する工程と、すすぐ又はこの表面をすすぐこと
なく前記組成物を表面にて乾燥させる工程と、を含む。
【００２１】
　「非希釈形態にて」とは、本明細書では、前記液体組成物が、適用（直）前にユーザー
による希釈を全く受けず、処理される表面、及び／又は、皿洗い布、スポンジ若しくは皿
洗いブラシなどの洗浄道具若しくは用具上に直接適用されることを意味する。「希釈形態
」とは、本明細書では、前記液体組成物を、適切な溶媒、典型的には水でユーザーが希釈
することを意味する。「すすぐ」とは、本明細書では、本明細書の液体組成物を食器類に
適用する工程の後、本発明に従うプロセスで洗浄される前記食器類と、かなりの量の適切
な溶媒、典型的には水とを接触させることを意味する。「かなりの量」とは、通常、約５
～約２０リットルを意味する。
【００２２】
　本発明の一実施形態では、本明細書での組成物は、その希釈形態にて適用されてもよい
。汚れた食器類を、有効量、典型的には（処理される食器類２５個あたり）約０．５ｍＬ
～約２０ｍＬ、好ましは約３ｍＬ～約１０ｍＬの、水で希釈された本発明の液体洗剤組成
物と接触させる。使用される液体洗剤組成物の実際の量は、ユーザーの判断に基づくもの
であり、典型的には、組成物中の活性成分の濃度を含めた、組成物の具体的な製品配合、
洗浄される汚れた食器類の数、食器類上の汚れの程度などのような要因に応じて決定され
る。一般に、約０．０１ｍＬ～約１５０ｍＬ、好ましくは約３ｍＬ～約４０ｍＬの本発明
の液体洗剤組成物が、約１０００ｍＬ～約２００００ｍＬ、より典型的には約５０００ｍ
Ｌ～約１５０００ｍＬの範囲の容積容量を有する流しの中の、約２０００ｍＬ～約２００
００ｍＬ、より典型的には約５０００ｍＬ～約１５０００ｍＬの水と組み合わされる。結
果として得られた希釈組成物を収容する流しの中に汚れた食器類を浸漬させ、食器類の汚
れた表面を、布、スポンジ、又は類似の物品と接触させることにより、それらの表面を洗
浄する。布、スポンジ、又は同様の物品は、食器類表面と接触する前に洗剤組成物と水と
の混合物に浸漬されてもよく、典型的には、約１～約１０秒間の範囲の時間にわたって食
器類表面と接触するが、実際の時間は、各適用及びユーザーによって異なる。布、スポン
ジ、又は類似の物品を食器類表面に接触させることは、好ましくは、同時に食器類表面を
擦ることを伴う。
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【００２３】
　本発明の別の方法は、液体食器類洗浄洗剤なしで水浴中に汚れた食器類を浸漬するか、
又は流水下に保持することを含む。スポンジのような、液体食器類洗浄洗剤を吸収する道
具は、別の分量の非希釈の液体食器類洗浄組成物中に、典型的には約１～約５秒間の範囲
の時間にわたって、直接入れられる。次に吸収道具、ひいては非希釈の液体食器類洗浄組
成物が、汚れた食器類のそれぞれの表面に個々に接触して、汚れを除去する。吸収道具は
、典型的には、約１～約１０秒間の範囲の時間にわたってそれぞれの食器類表面と接触す
るが、実際の適用時間は、食器類の汚れの程度などの要因に左右されることになる。吸収
道具を食器類表面に接触させることは、好ましくは、同時に擦ることを伴う。
【００２４】
　あるいは、道具は、食器表面と接触するのに先だって、手洗い用食器類洗浄組成物と水
との混合物中に浸漬されてもよく、前記濃縮溶液は、洗浄道具を収容できる小さい容器内
で、ユーザーの習慣と、洗浄作業とに応じて手洗い用食器類洗浄液体：水の比が、それぞ
れ約９５：５～約５：９５、好ましくは約８０：２０～約２０：８０、より好ましくは約
７０：３０～約３０：７０の範囲で、手洗い用食器類洗浄組成物を水で希釈することによ
り作製される。
【００２５】
　組成物を使用する地域に応じて、本発明の方法で使用される水の硬度水準は、約０．０
３ｇ／Ｌ～０．５１ｇ／Ｌ（２～３０ｇｐｇ）にすることができる（「ｇｐｇ」は、当業
者には周知の水の硬度の測度であって、「グレイン・パー・ガロン（grains per gallon
）」を表す）。
【００２６】
　液体組成物
　本発明の方法に使用される組成物は、疎水性皮膚軟化剤及び結晶構造化剤を含む液体食
器類洗浄洗剤組成物として配合される。
【００２７】
　本明細書の液体洗剤組成物には、約３０重量％～９０重量％の水性液体キャリアが更に
含まれてもく、そのキャリア中に他の必須成分及び組成物の任意の構成成分が溶解、分散
又は懸濁する。好ましくは、水性液体キャリアは、本明細書に記載の組成物の約４５％～
約７０％、より好ましくは約４５％～約６５％で含まれる。
【００２８】
　水性液体キャリアの１つの好ましい構成成分は、水である。しかしながら、水性液体キ
ャリアは、室温（約２０℃～約２５℃）で液体であるか又は液体キャリアに溶解し、不活
性な充填剤としての機能に加えて他のいくつかの機能を果たすことができる、他の物質を
含有してもよい。そのような物質としては、例えば、ヒドロトロープ及び溶媒を挙げるこ
とができ、以下でより詳細に考察される。
【００２９】
　液体洗剤組成物は、いかなる好適なｐＨを有してもよい。組成物のｐＨは、約４～約１
４の間で調整されることが好ましい。組成物は６～１３、最も好ましくは約６～約１０の
ｐＨを有することがより好ましい。組成物のｐＨは、当該技術分野において既知のｐＨ修
正成分を使用して調整することができる。
【００３０】
　疎水性皮膚軟化剤
　本発明の方法のための液体洗剤組成物は、１種以上の疎水性皮膚軟化剤を必要とする。
疎水性皮膚軟化剤は、水の蒸発を遅延させることによって、皮膚を柔軟化し又は皮膚の状
態を整える成分である。疎水性皮膚軟化剤は、水損失を遅延させ、皮膚の水分含有量及び
保水量を増大させる「油状層」を皮膚の表面上に形成する。疎水性皮膚軟化剤は、皮膚を
潤滑にし、皮膚バリア機能を向上させて、皮膚弾力性及び外観を改善する。
【００３１】
　液体洗剤は、高い濃度の、典型的には約１０重量％までの疎水性皮膚軟化剤を含むこと
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が好ましい。疎水性皮膚軟化剤は、好ましくは総組成物の約０．２５重量％～約１０重量
％、より好ましくは約０．３重量％～約８重量％、最も好ましくは約０．５重量％～約６
重量％存在する。
【００３２】
　本明細書の組成物で使用するのに好適な疎水性皮膚軟化剤は、炭化水素油及び蝋；シリ
コーン；脂肪酸誘導体；グリセリドエステル、ジ及びトリ－グリセリド、アセトグリセリ
ドエステル；アルキル及びアルケニルエステル；コレステロール及びコレステロール誘導
体；植物油、植物油誘導体、液体非消化性油、又は液体消化性若しくは非消化性油と固体
ポリオールポリエステルとのブレンド；ラノリン及びその誘導体、蜜蝋及びその誘導体、
鯨蝋、キャンデリラ、並びにカルナバ蝋などの天然蝋；レシチン及びその誘導体などのリ
ン脂質；セラミドなどのスフィンゴ脂質；並びにこれらの類似体及びこれらの混合物であ
る。
【００３３】
　好適な炭化水素油及び蝋の例としては、ワセリン、鉱油、微結晶蝋、ポリアルケン（例
えば、水素添加及び非水素添加ポリブテン及びポリデセン）、パラトリン（paratrin）、
ケラシン、オゾケライト、ポリエチレン及びペルヒドロスクアレンが挙げられる。好まし
い炭化水素油は、ワセリン及び／又はワセリンと鉱油とのブレンドである。
【００３４】
　好適なシリコーン系油の例としては、ジメチコーンコポリオール、ジメチルポリシロキ
サン、ジエチルポリシロキサン、高分子量ジメチコーン、混合Ｃ1～30アルキルポリシロ
キサン、フェニルジメチコーン、ジメチコノール、及びこれらの混合物が挙げられる。ジ
メチコーン、ジメチコノール、混合Ｃ1～30アルキルポリシロキサン、及びこれらの混合
物から選択される不揮発性のシリコーンがより好ましい。
【００３５】
　好適なグリセリドエステルの例としては、ヒマシ油、大豆油、マレイン酸化大豆油など
の誘導体化された大豆油、ベニバナ油、綿種子油、トウモロコシ油、クルミ油、ピーナツ
油、オリーブ油、タラ肝油、アーモンド油、アボカド油、植物油及び植物油誘導体；ココ
ナツ油及び誘導体化されたココナツ油、綿実油及び誘導体化された綿実油、ホホバ油、カ
カオバターなどが挙げられる。好ましいグリセリドは、ヒマシ油である。
【００３６】
　アセトグリセリドエステルも使用することができ、その例は、アセチル化モノグリセリ
ドである。
【００３７】
　好ましい疎水性皮膚軟化剤は、ワセリン、鉱油及びワセリンと鉱油とのブレンド；植物
油由来のものなどのトリグリセリド；油性糖誘導体；蜜蝋；ラノリン油、ラノリン蝋、ラ
ノリンアルコール、ラノリン脂肪酸、ラノリン酸イソプロピル、セチル化ラノリン、アセ
チル化ラノリンアルコール、リノール酸ラノリンアルコール、ラノリンアルコールリコノ
レート（lanolin alcohol riconoleate）を含むがこれらに限定されないラノリン及びそ
の誘導体；エトキシル化ラノリンである。
【００３８】
　より好ましい疎水性皮膚軟化剤は、ワセリン；ワセリン：鉱油の比が、約９０：１０～
約５０：５０、好ましくは約７０：３０に位置付けられるワセリンと鉱油とのブレンド；
ヒマシ油及びカルナバ蝋などの植物油及び植物蝋；ヒマシ油などのワセリンと植物油との
ブレンド；国際公開第９８／１６５３８号に教示されているものなどの油性糖誘導体であ
る。国際公開第９８／１６５３８号は、環状ポリオール又は還元糖のヒドロキシル基の約
３５％～約１００％のエステル化及び／又はエーテル化により生じ、少なくとも２つ以上
のエステル又はエーテル基が独立して、直鎖又は分枝状であってもよいＣ８～Ｃ２２アル
キル又はアルケニル鎖に結合されている、環状ポリオール誘導体又は還元糖誘導体を記載
している。本発明に関連した場合、用語「環状ポリオール」は糖のすべての形態を包含す
る。単糖類及び二糖類が特に好ましい。単糖類の例としては、キシロース、アラビノース
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である。二糖類の例は、スクロース、ラクトース、マルトース及びセロビオースである。
スクロースがとりわけ好ましい。特に好ましいのは、４つ以上のエステル基を持つスクロ
ースエステルである。これらは、商標名Ｓｅｆｏｓｅ（登録商標）でＰｒｏｃｔｅｒ　＆
　Ｇａｍｂｌｅ　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓ（Ｃｉｎｃｉｎｎａｔｉ　Ｏｈｉｏ）から市販され
ている。
【００３９】
　更により好ましい疎水性皮膚軟化剤は、ワセリン、鉱油、ヒマシ油、天然蝋、例えば、
蜜蝋、カルナバ、鯨蝋、Ｆｌｕｉｌａｎの商標名でＣｒｏｄａ　Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎ
ａｌから販売されている液体ラノリン又はラノリン油などのラノリン及びラノリン誘導体
など、並びにラノリン誘導体、例えばＳｏｌａｎ　Ｅの商標名でＣｒｏｄａ　Ｉｎｔｅｒ
ｎａｔｉｏｎａｌから販売されているエトキシル化ラノリン（ＰＥＧ－７５ラノリン）な
どである。
【００４０】
　最も好ましい疎水性皮膚軟化剤は、ワセリン、鉱油、ヒマシ油、及びこれらの混合物で
ある。
【００４１】
　結晶構造化剤
　本発明の方法のための液体洗剤組成物は、１種以上の結晶構造化剤を必要とする。結晶
構造化剤は、組成物のマトリクス全体にわたって糸状の構造化システム及び／又は不溶性
粒子の網状組織を形成する物質である。結晶構造化剤は、本明細書の組成物の水性液体マ
トリクス中、又はそのような水性液体マトリクスの形成に使用されるプレミックス中で、
その場で結晶化することができる。結晶構造化剤により生成された網状組織は、疎水性皮
膚軟化剤の液滴が製品中で凝集及び相分離することを防止し、それによって液体手洗い用
食器類洗浄組成物の卓越した安定性を提供することが見出されている。そのような安定性
は、皮膚軟化剤を過剰乳化する必要なく、より高い濃度の疎水性皮膚軟化剤を配合するこ
とを可能にし、この過剰乳化は、皮膚軟化剤が所望の手のスキンケア利益を提供すること
を阻止する、製品使用の際の疎水性皮膚軟化剤の放出を乏しくし得るプロセスである。
【００４２】
　結晶構造化剤は、典型的には、総組成物の約０．０２重量％～約５重量％、好ましくは
約０．０２５重量％～約３重量％、より好ましくは約０．０５重量％～約２重量％、最も
好ましくは約０．１重量％～約１．５重量％の濃度で含まれるであろう。好ましい結晶構
造化剤は、ヒドロキシル含有脂肪酸、脂肪酸エステル、若しくは脂肪石鹸蝋状材料、又は
米国特許第６０８０７０７号に記載されているものなどのヒドロキシル含有結晶構造化剤
である。前記ヒドロキシル含有結晶構造化剤は、周囲条件下～ほぼ周囲条件下で水に不溶
である。
【００４３】
　好ましいヒドロキシル含有結晶構造化剤は、式（Ｉ）、（ＩＩ）を有する構造化剤、又
はこれらの混合物からなる群から選択される。
【００４４】
【化１】

　（式中、Ｒ1は、以下に記載する化学部分であり、
【００４５】
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【化２】

　Ｒ2は、Ｒ1又はＨであり；Ｒ3は、Ｒ1又はＨであり；Ｒ4は、独立して、少なくとも１
つのヒドロキシル基を含むＣ10～Ｃ22アルキル又はアルケニルである）；
【００４６】

【化３】

　（式中、Ｒ7は、（Ｉ）にて上記に定義したＲ4であり、Ｍは、Ｎａ+、Ｋ+、Ｍｇ++若し
くはＡｌ3+、又はＨである。）
【００４７】
　いくつかの好ましいヒドロキシル含有安定剤としては、１２－ヒドロキシステアリン酸
、９，１０－ジヒドロキシステアリン酸、トリ－９，１０－ジヒドロキシステアリン及び
トリ－１２－ヒドロキシステアリンが挙げられる。トリ－１２－ヒドロキシステアリンは
、本明細書の液体組成物での使用に最も好ましい。
【００４８】
【化４】

【００４９】
　カスター蝋又は硬化ヒマシ油は、純粋なヒマシ油の水素添加（脂肪酸トリグリセリドの
飽和）により生成され、主にトリ－１２－ヒドロキシステアリンから構成されている。市
販の、ヒマシ油系の結晶性のヒドロキシル含有安定剤としては、Ｒｈｅｏｘ，Ｉｎｃ．（
現在のＥｌｅｍｅｎｔｉｓ）のＴＨＩＸＣＩＮ（登録商標）が挙げられる。
【００５０】
　これらの安定剤により形成された結晶安定化糸状網状組織は、本発明の組成物に、擬塑
性又はずり減粘レオロジー特性、及び剪断後の粘度の時間依存性回復（チキソトロピー）
を提供することが見出されている。
【００５１】
　他の好適な結晶構造化剤は、Ｃ10～22エチレングリコール脂肪酸エステルである。Ｃ10

～22エチレングリコール脂肪酸エステルは、単独で、又は硬化ヒマシ油などの他の結晶構
造化剤との組み合わせで使用することができる。典型的な例は、エチレングリコール、プ
ロピレングリコール、ジエチレングリコール、ジプロピレングリコール、トリエチレング
リコール又はテトラエチレングリコールと、カプロン酸、カプリル酸、２－エチルヘキサ
ン酸、カプリン酸、ラウリン酸、イソトリデカン酸、ミリスチン酸、パルミチン酸、パル
ミトレイン酸、ステアリン酸、イソステアリン酸、オレイン酸、エライジン酸、ペトロセ
リン酸、リノール酸、リノレン酸、アラキジン酸、ガドレイン酸、ベヘン酸、エルカ酸、
及びこれらの混合物のような約６～約２２、好ましくは約１２～約１８の炭素原子を含有
する脂肪酸との、モノエステル及び／又はジエステルである。
【００５２】
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　エステルは、好ましくはジエステル、より好ましくはＣ14～18ジエステル、最も好まし
くはエチレングリコールジステアレートである。これらの材料には数個の商業的供給源が
存在する。例えばＳｔｅｐａｎから入手可能なＰＥＧ６０００ＭＳ（登録商標）、Ａｌｂ
ｒｉｇｈｔ　＆　Ｗｉｌｓｏｎから入手可能なＥｍｐｉｌａｎ　ＥＧＤＳ／Ａ（登録商標
）；並びにＣｏｇｎｉｓ　Ｃｏｒｐ．製のＥｕｐｅｒｌａｎ　ＰＫ９００　Ｂｅｎｚ－Ｗ
、Ｅｕｐｅｒｌａｎ　ＰＫ　３０００　ＡＭ、及びＥｕｐｅｒｌａｎ　ＰＫ　７１１。
【００５３】
　理論に束縛されるものではないが、エステルは、疎水性皮膚軟化剤粒子の凝集を防止す
る不溶性粒子網状組織、好ましくは板状結晶を形成し、それによって製品の相分離を防止
すると考えられる。
【００５４】
　驚くべきことに、本発明による方法で使用される組成物の安定性は、２種の異なる結晶
構造化剤の組み合わせを使用して、不溶性粒子の網状組織と糸状の網状組織とを提供する
ことにより更に向上され得ることが見出されている。したがって、好ましい実施形態にお
いて、組成物は、（ａ）典型的には組成物の約０．０２重量％～５重量％、好ましくは約
０．０２重量％～３．５重量％、より好ましくは約０．０２重量２％～０．８重量％の硬
化ヒマシ油と、（ｂ）典型的には組成物の約０．００００１重量％～１．５重量％、好ま
しくは約０．０００１～１重量％、より好ましくは約０．０００１～０．５重量％のエチ
レングリコールジステアレートと、の組み合わせを含むであろう。
【００５５】
　疎水性皮膚軟化剤と結晶構造化剤とのブレンド
　好ましい実施形態において、本発明による液体洗剤組成物は、特定の疎水性皮膚軟化剤
と特定の結晶構造化剤とのブレンドを含む。疎水性皮膚軟化剤はヒマシ油などの植物油で
あり、結晶構造化剤は、硬化ヒマシ油であることが好ましい。ヒマシ油及び硬化ヒマシ油
の好ましいブレンドは、Ｖｅｒｔｅｌｌｕｓ　Ｓｐｅｃｉａｌｔｉｅｓ　Ｉｎｃ：Ｃａｓ
ｔｏｒｌａｔｕｍ（登録商標）から市販されている。
【００５６】
　界面活性剤
　本発明の組成物の好ましい更なる成分は、非イオン性、アニオン性、カチオン性界面活
性剤、両性、双極性、半極性非イオン性界面活性剤、及びこれらの混合物から選択される
界面活性剤である。界面活性剤は、液体洗剤組成物の約１．０重量％～約５０重量％、好
ましくは約５重量％～約４０重量％、より好ましくは約１０重量％～約３０重量％、更に
より好ましくは約５重量％～約２０重量％の濃度で含まれてもよい。好適な界面活性剤の
非限定例が下記で考察される。
【００５７】
　好ましい実施形態において、効果的であるが手に穏やかな界面活性剤系は、典型的には
総組成物の約４重量％～約４０重量％、好ましくは約６重量％～約３２重量％、より好ま
しくは約１１重量％～約２５重量％、最も好ましくは約１１重量％～約１８重量％のアニ
オン性界面活性剤を含み、したがって好ましくは総組成物の約１５重量％以下、好ましく
は約１０重量％以下、より好ましくは約５重量％以下のスルホネート界面活性剤を有する
であろう。
【００５８】
　本発明の組成物及び方法で使用するのに好適なアニオン性界面活性剤はサルフェート、
スルホサクシネート、スルホネート及び／又はスルホアセテートであり、好ましくはアル
キルサルフェート及び／又はアルキルエトキシサルフェートであり、より好ましくはエト
キシル化度約５未満、好ましくは約３未満、より好ましくは約２未満と組み合わされたア
ルキルサルフェート及び／又はアルキルエトキシサルフェートの組み合わせである。
【００５９】
　代替的な実施形態では、界面活性剤系は、好ましくは両性界面活性剤と組み合わせた、
高い濃度の非イオン性界面活性剤（総組成物の約１０重量％～約４５重量％、好ましくは
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約１５～約４０重量％、より好ましくは約２０～約３５重量％など）に基づいていてもよ
く、より好ましくは低い濃度のアニオン性界面活性剤（総組成物の２０重量％未満、好ま
しくは１０重量％未満、より好ましくは約５重量％未満など）を有する。
【００６０】
　サルフェート界面活性剤
　本明細書の組成物で使用するのに好適なサルフェート界面活性剤としては、Ｃ10～Ｃ14

アルキル若しくはヒドロキシアルキル、サルフェート及び／又はエーテルサルフェートの
水溶性塩又は酸が挙げられる。好適な対イオンとしては、水素、アルカリ金属カチオン、
又はアンモニウム若しくは置換アンモニウムが挙げられるが、好ましくはナトリウムであ
る。
【００６１】
　ヒドロカルビル鎖が分枝状である場合、Ｃ1～4のアルキル分枝単位を含むことが好まし
い。サルフェート界面活性剤の平均分枝率は、好ましくは、全ヒドロカルビル鎖の約３０
％超、より好ましくは約３５％～約８０％、最も好ましくは約４０％～約６０％である。
【００６２】
　サルフェート界面活性剤は、Ｃ8～Ｃ20第１級分枝鎖及びランダムアルキルサルフェー
ト（ＡＳ）、Ｃ10～Ｃ18第２級（２，３）アルキルサルフェート、Ｃ10～Ｃ18アルキルア
ルコキシサルフェート（ＡＥxＳ）（式中、好ましくはｘは１～３０である）、好ましく
は１～５個のエトキシ単位を含むＣ10～Ｃ18アルキルアルコキシカルボキシレート、米国
特許第６，０２０，３０３号及び同第６，０６０，４４３号に記載の中鎖分枝状アルキル
サルフェート、米国特許第６，００８，１８１号及び同第６，０２０，３０３号に記載の
中鎖分枝状アルキルアルコキシサルフェート、から選択され得る。
【００６３】
　アルキルスルホサクシネート－スルホアセテート
　他の好適なアニオン性界面活性剤はアルキルであり、好ましくはジアルキル、スルホサ
クシネート及び／又はスルホアセテートである。ジアルキルスルホサクシネートは、Ｃ6

～15直鎖又は分枝状ジアルキルスルホサクシネートであり得る。アルキル部分は、対称（
即ち同じアルキル部分）であっても非対称（即ち異なるアルキル部分）であってもよい。
好ましくは、アルキル部分は対称である。
【００６４】
　スルホネート界面活性剤
　本発明の組成物は、好ましくは、総組成物の約１５重量％以下、好ましくは約１０％以
下、更により好ましくは約５重量％以下のスルホネート界面活性剤を含む。これらのスル
ホネート界面活性剤としては、Ｃ10～Ｃ14アルキルスルホネート又はヒドロキシアルキル
スルホネートの水溶性塩又は酸、Ｃ11～Ｃ18アルキルベンゼンスルホネート（ＬＡＳ）、
国際公開第９９／０５２４３号、同第９９／０５２４２号、同第９９／０５２４４号、同
第９９／０５０８２号、同第９９／０５０８４号、同第９９／０５２４１号、同第９９／
０７６５６号、同第００／２３５４９号、及び同第００／２３５４８号に記載のような修
飾アルキルベンゼンスルホネート（ＭＬＡＳ）、メチルエステルスルホネート（ＭＥＳ）
、並びにα－オレフィンスルホネート（ＡＯＳ）が挙げられる。これらのスルホネート界
面活性剤はパラフィンスルホネートも含み、前記パラフィンスルホネートは、１０～２０
個の炭素原子からなるパラフィンをスルホン化することにより得られるモノスルホネート
及び／又はジスルホネートであってもよい。スルホネート界面活性剤としてはまた、アル
キルグリセリルスルホネート界面活性剤が挙げられる。
【００６５】
　両性及び双極性界面活性剤
　両性及び双極性界面活性剤は、液体洗剤組成物の約０．０１重量％～約２０重量％、好
ましくは約０．２重量％～約１５重量％、より好ましくは約０．５重量％～約１２重量％
の濃度で含まれてもよい。好適な両性及び双極性界面活性剤は、アミンオキシド及びベタ
インである。



(12) JP 2013-535547 A 2013.9.12

10

20

30

40

50

【００６６】
　最も好ましいものはアミンオキシドであり、特にココジメチルアミンオキシド又はココ
アミドプロピルジメチルアミンオキシドである。アミンオキシドは、直鎖又は中程度分枝
状アルキル部分を有し得る。典型的な直鎖アミンオキシドとしては、式Ｒ1－Ｎ（Ｒ2）（
Ｒ3）→Ｏ、（式中、Ｒ1は、Ｃ8～18アルキル部分であり、Ｒ2及びＲ3は、独立して、Ｃ1

～3アルキル基及びＣ1～3ヒドロキシアルキル基からなる群から選択され、好ましくはメ
チル、エチル、プロピル、イソプロピル、２－ヒドロキシエチル、２－ヒドロキシプロピ
ル及び３－ヒドロキシプロピルを含む）の水溶性アミンオキシドが挙げられる。直鎖アミ
ンオキシド系界面活性剤としては、具体的には、直鎖Ｃ10～Ｃ18アルキルジメチルアミン
オキシド、及び直鎖Ｃ8～Ｃ12アルコキシエチルジヒドロキシエチルアミンオキシドを挙
げることができる。好ましいアミンオキシドとしては、直鎖Ｃ10、直鎖Ｃ10～Ｃ12、及び
直鎖Ｃ12～Ｃ14アルキルジメチルアミンオキシドが挙げられる。本明細書で使用するとき
、「中分枝状（mid-branched）」とは、アミンオキシドが、ｎ1の炭素原子を有する１つ
のアルキル部分を有し、アルキル部分の１つのアルキル分枝が、ｎ2の炭素原子を有する
ことを意味する。アルキル分枝は、アルキル部分の窒素からのα炭素に位置する。アミン
オキシドのこの種類の分枝は、内在アミンオキシドとしても当該技術分野において知られ
ている。ｎ1とｎ2の総合計は、１０～２４個の炭素原子、好ましくは１２～２０個、より
好ましくは１０～１６個である。１つのアルキル部分に対する炭素原子の数（ｎ1）は、
１つのアルキル分枝（ｎ2）とおよそ同数の炭素原子であって、その１つのアルキル部分
と１つのアルキル分枝とが対称となるようにされるべきである。本明細書で使用するとき
、「対称」とは、本明細書で用いられる中分枝状アミンオキシドの少なくとも約５０重量
％、より好ましくは少なくとも約７５重量％～約１００重量％で、｜ｎ1－ｎ2｜が５以下
、好ましくは４、最も好ましくは０～４の炭素原子であることを意味する。
【００６７】
　アミンオキシドは、Ｃ1～3アルキル、Ｃ1～3ヒドロキシアルキル基、又は平均で約１～
約３個のエチレンオキシド基を含有するポリエチレンオキシド基から独立して選択される
２つの部分を更に含む。好ましくは、２つの部分は、Ｃ1～3アルキルから選択され、より
好ましくは、両方がＣ1アルキルとして選択される。
【００６８】
　他の好適な界面活性剤としては、アルキルベタイン、アルキルアミドベタイン、アミド
アゾリニウムベタイン、スルホベタイン（ＩＮＣＩスルタイン）並びにホスホベタインな
どのベタインが挙げられ、好ましくは次の式（Ｉ）に合致する。
　Ｒ1－［ＣＯ－Ｘ（ＣＨ2）n］x－Ｎ+（Ｒ2）（Ｒ3）－（ＣＨ2）m－［ＣＨ（ＯＨ）－
ＣＨ2］y－Ｙ－（Ｉ）（式中、
　Ｒ1は、飽和又は不飽和のＣ6～22アルキル残基であり、好ましくは、Ｃ8～18アルキル
残基、特に、飽和Ｃ10～16アルキル残基、例えば、飽和Ｃ12～14アルキル残基であり、
　Ｘは、ＮＨ、Ｃ1～4アルキル残基Ｒ4を有するＮＲ4、Ｏ又はＳであり、
　ｎは１～１０の数であり、好ましくは２～５、特に３であり、
　ｘは０又は１であり、好ましくは１であり、
　Ｒ2、Ｒ3は、独立して、ヒドロキシエチル、好ましくはメチルなどの、ヒドロキシ置換
される可能性のあるＣ1～4アルキル残基であり、
　ｍは１～４の数であり、特に１、２又は３であり、
　ｙは０又は１であり、
　ＹはＣＯＯ、ＳＯ３、ＯＰＯ（ＯＲ5）Ｏ又はＰ（Ｏ）（ＯＲ5）Ｏであり、Ｒ5は水素
原子Ｈであるか又はＣ１～４アルキル残基である。）
【００６９】
　好ましいベタインは式（Ｉａ）のアルキルベタイン、式（Ｉｂ）のアルキルアミドベタ
イン、式（Ｉｃ）のスルホベタイン及び式（Ｉｄ）のアミドスルホベタインである；
　Ｒ1－Ｎ+（ＣＨ3）2－ＣＨ2ＣＯＯ-　　　　　　　　　　　　　　　　　（Ｉａ）
　Ｒ1－ＣＯ－ＮＨ（ＣＨ2）3－Ｎ+（ＣＨ3）2－ＣＨ2ＣＯＯ-　　　　　（Ｉｂ）



(13) JP 2013-535547 A 2013.9.12

10

20

30

40

50

　Ｒ1－Ｎ+（ＣＨ3）2－ＣＨ2ＣＨ（ＯＨ）ＣＨ2ＳＯ3－　　　　　　　　（Ｉｃ）
　Ｒ1－ＣＯ－ＮＨ－（ＣＨ2）3－Ｎ+（ＣＨ3）2－ＣＨ2ＣＨ（ＯＨ）ＣＨ2ＳＯ3－　（
Ｉｄ）
　（式中、Ｒ1は、式Ｉと同じ意味を有する。）特に好ましいベタインは、カルボベタイ
ン［式中、Ｙ-＝ＣＯＯ-］、特に式（Ｉａ）及び（Ｉｂ）のカルボベタイン、より好まし
くは式（Ｉｂ）のアルキルアミドベタインである。
【００７０】
　好適なベタイン及びスルホベタインの例は以下のものである［ＩＮＣＩに従って表記し
ている］：アーモンドアミドプロピルベタイン、アプリコットアミドプロピルベタイン、
アボカドアミドプロピルベタイン、ババスアミドプロピルベタイン、ベヘナミドプロピル
ベタイン、ベヘニルベタイン、ベタイン、キャノーラアミドプロピルベタイン、カプリル
／カプラミドプロピルベタイン、カルニチン、セチルベタイン、コカミドエチルベタイン
、コカミドプロピルベタイン、コカミドプロピルヒドロキシスルタイン、ココベタイン、
ココヒドロキシスルタイン、ココ／オレアミドプロピルベタイン、ココスルタイン、デシ
ルベタイン、ジヒドロキシエチルオレイルグリシネート、ジヒドロキシエチル大豆グリシ
ネート、ジヒドロキシエチルステアリルグリシネート、ジヒドロキシエチルタローグリシ
ネート、ＰＧ－ベタインのプロピルジメチコーン、エルカミドプロピルヒドロキシスルタ
イン、水素添加タローベタイン、イソステアラミドプロピルベタイン、ラウラミドプロピ
ルベタイン、ラウリルベタイン、ラウリルヒドロキシスルタイン、ラウリルスルタイン、
ミルクアミドプロピルベタイン、ミンクアミドプロピルベタイン、ミリスタミドプロピル
ベタイン、ミリスチルベタイン、オレアミドプロピルベタイン、オレアミドプロピルヒド
ロキシスルタイン、オレイルベタイン、オリーブアミドプロピルベタイン、パームアミド
プロピルベタイン、パルミチン酸アミドプロピルベタイン、パルミトイルカルニチン、パ
ームカーネルアミドプロピルベタイン、ポリテトラフルオロエチレンアセトキシプロピル
ベタイン、リシノール酸アミドプロピルベタイン、セサミドプロピルベタイン、ソイアミ
ドプロピルベタイン、ステアラミドプロピルベタイン、ステアリルベタイン、タローアミ
ドプロピルベタイン、タローアミドプロピルヒドロキシスルタイン、タローベタイン、タ
ロージヒドロキシエチルベタイン、ウンデシレンアミドプロピルベタイン及び小麦胚芽ア
ミドプロピルベタイン。
【００７１】
　例えば、好ましいベタインはココアミドプロピルベタイン（ココアミドプロピルベタイ
ン）である。
【００７２】
　好ましい界面活性剤系は、約１：１～約５：１、好ましくは約１：１～約３．５：１の
範囲内の比におけるアニオン性界面活性剤と両性又は双極性（zwiterionic）界面活性剤
との混合物である。
【００７３】
　このような界面活性剤系は、手に非常に穏やかでありながらも、液体手洗い用食器類洗
浄組成物に必要とされる卓越した洗浄性及び泡立ち特性を提供することが見出されている
。
【００７４】
　非イオン性界面活性剤
　非イオン性界面活性剤は、共－界面活性剤として存在する場合、液体洗剤組成物の約０
．１重量％～約２０重量％、好ましくは約０．５重量％～約１５重量％、より好ましくは
約０．５重量％～約１０重量％の典型的な量で含まれる。非イオン性界面活性剤は、主要
な界面活性剤として存在する場合、総組成物の約１０～約４５重量％、好ましくは約１５
～約４０重量％、より好ましくは約２０～約３５重量％の典型的な量で含まれる。好適な
非イオン性界面活性剤としては、脂肪族アルコールと約１～２５モルのエチレンオキシド
との縮合生成物が挙げられる。脂肪族アルコールのアルキル鎖は、直鎖又は分枝状の、第
１級又は第２級のいずれかとすることができ、一般的には、８～２２個の炭素原子を含有
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する。特に好ましいものは、アルキル基を有し、１０～１８個の炭素原子、好ましくは１
０～１５個の炭素原子を含有する、アルコール１モルあたり２～１８モル、好ましくは２
～１５モル、より好ましくは５～１２モルのエチレンオキシドを含有する、アルコールの
縮合生成物である。
【００７５】
　式Ｒ2Ｏ（ＣnＨ2nＯ）t（グリコシル）x（式（ＩＩＩ））を有するアルキルポリグリコ
シドも好適であり、式（ＩＩＩ）のＲ2は、アルキル、アルキルフェニル、ヒドロキシア
ルキル、ヒドロキシアルキルフェニル、及びこれらの混合物からなる群から選択され、ア
ルキル基は、１０～１８個、好ましくは１２～１４個の炭素原子を含有し、式（ＩＩＩ）
のｎは、２又は３、好ましくは２であり、式（ＩＩＩ）のｔは、０～１０、好ましくは０
であり、式（ＩＩＩ）のｘは、約１．３～約１０、好ましくは約１．３～約３、最も好ま
しくは約１．３～約２．７である。グリコシルは、好ましくはグルコースから誘導される
。同様に好適なのは、アルキルグリセロールエステル及びソルビタンエステルである。
【００７６】
　式（ＩＶ）を有する脂肪酸アミド界面活性剤もまた好適である。
【００７７】
【化５】

　（式中、式（ＩＶ）のＲ6は、７～２１個、好ましくは９～１７個の炭素原子を含有す
るアルキル基であり、式（ＩＶ）の各Ｒ7は、水素、Ｃ1～Ｃ4アルキル、Ｃ1～Ｃ4ヒドロ
キシアルキル、及び－（Ｃ2Ｈ4Ｏ）xＨからなる群から選択され、式（ＩＶ）のｘは、１
～３で変化する。）好ましいアミドは、Ｃ8～Ｃ20アンモニアアミド、モノエタノールア
ミド、ジエタノールアミド、及びイソプロパノールアミドである。
【００７８】
　カチオン性界面活性剤
　組成物に存在する場合、カチオン性界面活性剤は、有効量で、より好ましくは液体洗剤
組成物の０．１重量％～２０重量％で存在する。好適なカチオン性界面活性剤は、第四級
アンモニウム界面活性剤である。好適な第四級アンモニウム界面活性剤は、モノＣ6～Ｃ1

6、好ましくはＣ6～Ｃ10Ｎ－アルキル又はアルケニルアンモニウム界面活性剤からなる群
から選択され、残りのＮ位はメチル基、ヒドロキシエチル基又はヒドロキシプロピル基に
よって置換される。別の好ましいカチオン性界面活性剤は、第四級クロリンエステルのよ
うな、第四級アンモニウムアルコールのＣ6～Ｃ18アルキル又はアルケニルエステルであ
る。より好ましくは、カチオン性界面活性剤は、式（Ｖ）を有する。
【００７９】
【化６】

　（式中、式（Ｖ）のＲ1は、Ｃ8～Ｃ18ヒドロカルビル及びこれらの混合物、好ましくは
Ｃ8～14アルキル、より好ましくはＣ8、Ｃ10又はＣ12アルキルであり、式（Ｖ）のＸ-は
、アニオン、好ましくは塩化物又は臭化物である。）
【００８０】
　カチオン性ポリマー
　好ましい実施形態において、本明細書の組成物は、スキンケア利益の更なる向上のため
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に、少なくとも１種のカチオン性ポリマーを含んでもよい。更に、カチオン性ポリマーと
アニオン性界面活性剤との相互作用は、疎水性皮膚軟化剤の沈着を補助し、皮膚上へのカ
チオン性ポリマーの沈着を向上させるコアセルベーションをもたらすと考えられる。
【００８１】
　カチオン性ポリマーは、典型的には総組成物の約０．００１重量％～約１０重量％、好
ましくは約０．０１重量％～約５重量％、より好ましくは約０．０５重量％～約１重量％
の濃度で存在するであろう。
【００８２】
　本発明での使用に好適なカチオン性ポリマーは、第四級アンモニウム又はカチオン性プ
ロトン化アミノ部分のようなカチオン性窒素含有部分を含有する。カチオン性ポリマーの
平均分子量は、約５０００～約１０００万、好ましくは少なくとも約１０００００、より
好ましくは少なくとも約２０００００であるが、好ましくは約３，０００，０００を超え
ない。同様にポリマーは、食器類洗浄液体製剤の意図される使用ｐＨにて、約０．１ｍｅ
ｑ／ｇ～約５ｍｅｑ／ｇ、好ましくは少なくとも約０．２ｍｅｑ／ｇ、より好ましくは少
なくとも約０．３ｍｅｑ／ｇの範囲のカチオン電荷密度を有する。本明細書で使用すると
き、カチオン性ポリマーの「電荷密度」は、ポリマー１グラム原子量（分子量）あたりの
カチオン部位の数として定義され、カチオン電荷のｍｅｑ／グラムに換算して表すことが
できる。一般的に、液体食器類洗浄液のｐＨ機能において（アミンの場合）、ポリマー中
のアミン又は第四級アンモニウム部分の割合の加減は電化密度に影響する。ポリマーが、
水及び液体手洗い用食器類洗浄液体マトリックス中に可溶性のままであり、対イオンがこ
の液体手洗い用食器類洗浄液の必須構成成分に関して物理的及び化学的に安定であり、あ
るいは製品性能、安定性ないしは美観を過度に損なうことのない限り、任意のアニオン性
対イオンをカチオン沈着ポリマーと会合させて使用することができる。こうした対イオン
の非限定的な例としては、ハロゲン化物（例えば、塩素、フッ素、臭素、ヨウ素）、サル
フェート及びメチルサルフェートが挙げられる。
【００８３】
　水溶性カチオン化ポリマーの具体例としては、カチオン化セルロース誘導体、カチオン
化デンプン及びカチオン化グアーガム誘導体などのカチオン性多糖類が挙げられる。同様
に、ジアリル第四級アンモニウム塩ホモポリマー、ジアリル第四級アンモニウム塩／アク
リルアミドコポリマー、第四級化ポリビニルピロリドン誘導体、ポリグリコールポリアミ
ン縮合体、ビニルイミダゾリウムトリクロリド／ビニルピロリドンコポリマー、ジメチル
ジアリルアンモニウムクロリドコポリマー、ビニルピロリドン／第四級化ジメチルアミノ
エチルメタクリレートコポリマー、ポリビニルピロリドン／アルキルアミノアクリレート
コポリマー、ポリビニルピロリドン／アルキルアミノアクリレート／ビニルカプロラクタ
ムコポリマー、ビニルピロリドン／メタクリルアミドプロピルトリメチルアンモニウムク
ロリドコポリマー、アルキルアクリルアミド／アクリレート／アルキルアミノアルキルア
クリルアミド／ポリエチレングリコールメタクリレートコポリマー、アジピン酸／ジメチ
ルアミノヒドロキシプロピルエチレントリアミンコポリマー（「Ｃａｒｔａｒｅｔｉｎ」
－Ｓａｎｄｏｚ／ＵＳＡ製品）、及び任意選択的に、アルキルアミド由来の単位を介して
ポリマー主鎖に結合する、少なくとも１つの複素環式末端基を有する第四級化／プロトン
化縮合ポリマー（結合は所望により（国際公開第２００７　０９８８８９号、２～１９頁
に記載のように）置換されたエチレン基を含む）などの合成的に誘導されるコポリマーが
挙げられる。
【００８４】
　一般に上記の水溶性カチオン化ポリマーの、具体的な、但し非限定的な市販品の例は、
「Ｍｅｒｑｕａｔ　５５０」（アクリルアミドとジアリルジメチルアンモニウム塩とのコ
ポリマー－ＣＴＦＡ名：ポリクオタニウム－７，ＯＮＤＥＯ－ＮＡＬＣＯ製品）、「Ｌｕ
ｖｉｑｕａｔ　ＦＣ３７０」（１－ビニル－２－ピロリドンと１－ビニル－３－メチルイ
ミダゾリウム塩とのコポリマー－ＣＴＦＡ名：ポリクオタニウム－１６，ＢＡＳＦ製品）
、「Ｇａｆｑｕａｔ　７５５Ｎ」（１－ビニル－２－ピロリドンとジメチルアミノエチル
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メタクリレートとのコポリマー－ＣＴＦＡ名：ポリクオタニウム－１１、ＩＳＰからの製
品）、「Ｐｏｌｙｍｅｒ　ＫＧ」、「Ｐｏｌｙｍｅｒ　ＪＲシリーズ」及び「Ｐｏｌｙｍ
ｅｒ　ＬＲシリーズ」（エポキシド置換されたトリメチルアンモニウムとヒドロキシエチ
ルセルロースとの反応生成物の塩－ＣＴＦＡ名：ポリクオタニウム－１０，Ａｍｅｒｃｈ
ｏｌ製品）並びに「Ｊａｇｕａｒシリーズ」（グアーヒドロキシプロピルトリモニウムク
ロリド、Ｒｈｏｄｉａ製品）又は「Ｎ－ｈａｎｃｅシリーズ」（グアーヒドロキシプロピ
ルトリモニウムクロリド、Ａｑｕａｌｏｎ製品）である。
【００８５】
　好ましいカチオン性ポリマーはカチオン性多糖であり、より好ましくは、工業的（ＣＴ
ＦＡ）にはポリクオタニウム－１０（ＵＣＡＲＥ　ＬＲ４００（Ｄｏｗ　Ａｍｅｒｃｈｏ
ｌから）など）として参照される、トリメチルアンモニウム置換エポキシドと反応させた
ヒドロキシエチルセルロースの塩などのカチオン性セルロースポリマー誘導体（例えば、
ＵＣＡＲＥ　ＬＲ４００又はＵＣＡＲＥ　ＪＲ－４００（Ｄｏｗ　Ａｍｅｒｃｈｏｌから
））、更により好ましくは、グアーヒドロキシプロピルトリモニウムクロリドなどのカチ
オン性グアーガム誘導体（例えば、Ｊａｇｕａｒシリーズ（Ｒｈｏｄｉａから）及びＮ－
Ｈａｎｃｅ　ｐｏｌｙｍｅｒシリーズ（Ａｑｕａｌｏｎより入手可能））である。
【００８６】
　保湿剤
　更なる好ましい成分は、保湿剤である。保湿剤を含むこのような組成物は、更に手皮膚
に対して穏やかな利益を提供することが判明している。
【００８７】
　存在する場合、保湿剤は、総組成物の約０．１重量％～約５０重量％、より好ましくは
約１重量％～約２０重量％、より好ましくは約１重量％～約１０重量％、更により好まし
くは約１重量％～約６重量％、最も好ましくは約２重量％～約５重量％の濃度で本発明の
組成物中に存在するであろう。
【００８８】
　本発明に従って使用できる保湿剤としては、水に対して結合性を示し、基材の、好まし
くは皮膚の水の吸収作用を高める助けをする物質が挙げられる。特に好適な保湿剤の具体
的な非限定的な例としては、グリセロール、ジグリセロール、ポリエチレングリコール（
ＰＥＧ－４）、プロピレングリコール、ヘキシレングリコール、ブチレングリコール、（
ジ）－プロピレングリコール、グリセリルトリアセテート、ポリアルキレングリコール、
及びこれらの混合物が挙げられる。他の好適な保湿剤は、メチルグルコースのポリエチレ
ングリコールエーテル、ピロリドンカルボン酸（ＰＣＡ）及びその塩、ピドロ酸（pidoli
c acid）及びピドロ酸ナトリウムなどのその塩、ソルビトール、キシリトール及びマルチ
トールなどのポリオール、又はポリデキストロースなどの高分子ポリオール、又はキラヤ
などの天然抽出物、又は乳酸又は尿素であり得る。同様に、アルキルポリグリコシド、ポ
リベタインポリシロキサン、及びこれらの混合物も挙げられる。更なる好適な保湿剤は、
例えば、ヒアルロン酸、キトサン及び／若しくはフルクトースに富む多糖（例えば、ＳＯ
ＬＡＢＩＡ　ＳからＦｕｃｏｇｅｌ（登録商標）１０００（ＣＡＳ－Ｎｒ　１７８４６３
－２３－５））として入手可能である、水溶性及び／又は水膨潤性である多糖のファミリ
ーの高分子保湿剤である。
【００８９】
　酸素原子を含有する保湿剤は、窒素原子又は硫黄原子を含有するものに比べて好ましい
。より好ましい保湿剤はポリオールであり、又はグリセロール、ジグリセロール、ソルビ
トール、プロピレングリコール、ポリエチレングリコール、ブチレングリコールなどを含
有するカルボキシル並びに／又はピドロ酸及びその塩であり、グリセロール（Ｐｒｏｃｔ
ｅｒ　＆　Ｇａｍｂｌｅ　ｃｈｅｍｉｃａｌｓより市販）、ソルビトール、乳酸ナトリウ
ム及び尿素又はこれらの混合物からなる群から選択される保湿剤が最も好ましい。
【００９０】
　酵素
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　本発明の好ましい実施形態において、組成物は、アミラーゼ、プロテアーゼ、セルロー
ス、マンナナーゼ、ペクチナーゼ、キシログルカナーゼ及び／又はリパーゼなどの酵素、
好ましくはアミラーゼ、プロテアーゼ及び／又はリパーゼ、より好ましくはプロテアーゼ
を含んでもよい。
【００９１】
　プロテアーゼと、高い濃度の疎水性皮膚軟化剤との組み合わせは、優れた手触り及び手
に対する穏やかさ、並びに優れた湿潤を提供すると共に、所望の優れたレベルの洗浄を提
供することが見出されている。事実、プロテアーゼは剥脱を促進し、したがって疎水性皮
膚軟化剤の沈着のための比較的より湿潤した表面を出現させると考えられる。
【００９２】
　微生物起源のプロテアーゼが好ましい。化学的又は遺伝子学的に改変された変異型が含
まれる。プロテアーゼは、セリンプロテアーゼ、好ましくはアルカリ性微生物プロテアー
ゼ又はトリプシン様プロテアーゼであり得る。中性又はアルカリ性細菌プロテアーゼの例
には、次のものが含まれる：
　（ａ）サブチリシン（ＥＣ　３．４．２１．６２）、特にＢａｃｉｌｌｕｓ　ｌｅｎｔ
ｕｓ、Ｂ．ａｌｋａｌｏｐｈｉｌｕｓ、Ｂ．ｓｕｂｔｉｌｉｓ、Ｂ．ａｍｙｌｏｌｉｑｕ
ｅｆａｃｉｅｎｓ、Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｌｉｃｈｅｎｉｆｏｒｍｉｓ、Ｂａｃｉｌｌｕｓ
　ｐｕｍｉｌｕｓ及びＢａｃｉｌｌｕｓ　ｇｉｂｓｏｎｉｉなどのＢａｃｉｌｌｕｓから
由来するもの、並びに米国特許第６，３１２，９３６（Ｂ１）号、同第５，６７９，６３
０号、同第４，７６０，０２５号、同第５，０３０，３７８号、国際公開第０５／０５２
１４６号、ドイツ公開特許第６０２２２１６（Ａ１）号及び同第６０２２２２４（Ａ１）
号に記載のＣｅｌｌｕｍｏｎａｓ。
　（ｂ）トリプシン様プロテアーゼは、トリプシン（例えば、ブタ又はウシ由来）及び国
際公開第８９／０６２７０号に記載のＦｕｓａｒｉｕｍプロテアーゼである。
　（ｃ）メタロプロテアーゼ、特に国際公開第０７／０４４９９３（Ａ２）号に記載のＢ
ａｃｉｌｌｕｓ　ａｍｙｌｏｌｉｑｕｅｆａｃｉｅｎｓ由来のもの。
【００９３】
　本明細書に使用するのに好ましいプロテアーゼとしては、Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｌｅｎｔ
ｕｓ由来の野生型酵素又はＢａｃｉｌｌｕｓ　ａｍｙｌｏｌｉｑｕｅｆａｃｉｅｎｓ由来
の野生型酵素と、少なくとも約９０％、好ましくは少なくとも約９５％、より好ましくは
少なくとも約９８％、更により好ましくは少なくとも約９９％、特に約１００％の同一性
を呈するポリペプチドが挙げられ、これには、国際公開第００／３７６２７号（参考とし
て本明細書に組み込まれる）に記述されているＢＰＮ’番号システム及びアミノ酸略号を
使用して、下記の位置の１つ以上における、変異を含む：３、４、６８、７６、８７、９
９、１０１、１０３、１０４、１１８、１２８、１２９、１３０、１５９、１６０、１６
７、１７０、１９４、１９９、２０５、２１７、２２２、２３２、２３６、２４５、２４
８、２５２、２５６及び２５９。
【００９４】
　より好ましいプロテアーゼはＢＰＮ’及びＣａｒｌｓｂｅｒｇファミリーから得られ、
特にＢＰＮ’のＢａｃｉｌｌｕｓ　ａｍｙｌｏｌｉｑｕｅｆａｃｉｅｎｓ由来のサブチリ
シンＢＰＮ’プロテアーゼが好ましい。一実施形態において、プロテアーゼは、Ｙ２１７
Ｌ変異を含むＢａｃｉｌｌｕｓ　ａｍｙｌｏｌｉｑｕｅｆａｃｉｅｎｓ由来のものであり
、Ｙ２１７Ｌ変異の配列は、欧州３４２１７７（Ａ２号）（４、５、２１及び２２頁）に
記載されている。
【００９５】
　好ましい市販のプロテアーゼ酵素としては、商品名Ａｌｃａｌａｓｅ（登録商標）、Ｓ
ａｖｉｎａｓｅ（登録商標）、Ｐｒｉｍａｓｅ（登録商標）、Ｄｕｒａｚｙｍ（登録商標
）、Ｐｏｌａｒｚｙｍｅ（登録商標）、Ｋａｎｎａｓｅ（登録商標）、Ｌｉｑｕａｎａｓ
ｅ（登録商標）、Ｏｖｏｚｙｍｅ（登録商標）、Ｎｅｕｔｒａｓｅ（登録商標）、Ｅｖｅ
ｒｌａｓｅ（登録商標）、及びＥｓｐｅｒａｓｅ（登録商標）でＮｏｖｏｚｙｍｅｓ　Ａ
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／Ｓ（Ｄｅｎｍａｒｋ）により販売されているもの、商品名Ｍａｘａｔａｓｅ（登録商標
）、Ｍａｘａｃａｌ（登録商標）、Ｍａｘａｐｅｍ（登録商標）、Ｐｒｏｐｅｒａｓｅ（
登録商標）、Ｐｕｒａｆｅｃｔ（登録商標）、Ｐｕｒａｆｅｃｔ　Ｐｒｉｍｅ（登録商標
）、Ｐｕｒａｆｅｃｔ　Ｏｘ（登録商標）、ＦＮ３（登録商標）、ＦＮ４（登録商標）、
Ｅｘｃｅｌｌａｓｅ（登録商標）、及びＰｕｒａｆｅｃｔ　ＯＸＰ（登録商標）でＧｅｎ
ｅｎｃｏｒ　Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌにより販売されているもの、及び商品名Ｏｐｔ
ｉｃｌｅａｎ（登録商標）及びＯｐｔｉｍａｓｅ（登録商標）でＳｏｌｖａｙ　Ｅｎｚｙ
ｍｅｓにより販売されているものが挙げられる。一態様では好ましいプロテアーゼは、好
ましくはＹ２１７Ｌ変異を含む、Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ａｍｙｌｏｌｉｑｕｅｆａｃｉｅｎ
ｓ由来のサブチリシンＢＰＮ’プロテアーゼであり、Ｇｅｎｅｎｃｏｒ　Ｉｎｔｅｒｎａ
ｔｉｏｎａｌより商品名Ｐｕｒａｆｅｃｔ　Ｐｒｉｍｅ（登録商標）で市販されている。
【００９６】
　酵素は、典型的には総組成物の約０．００００１重量％～約１重量％の酵素タンパク質
濃度で、好ましくは約０．０００１重量％～約０．５重量％の酵素タンパク質濃度で、よ
り好ましくは約０．０００１重量％～約０．１重量％の酵素タンパク質濃度で組み込んで
もよい。
【００９７】
　上記酵素は安定化された液体の形態で、あるいは保護液体又はカプセル化酵素として提
供され得る。例えば、液体酵素調製物はプロピレングリコールなどのポリオール、糖又は
糖アルコール、乳酸又はホウ酸又は確立された手法による４－ホルミルフェニルボロン酸
などのプロテアーゼ安定剤の添加により安定化され得る。保護液体酵素又はカプセル化酵
素は、米国特許第４，９０６，３９６号、同第６，２２１，８２９号、同第６，３５９，
０３１号及び同第６，２４２，４０５号に開示されている方法に従って調製することがで
きる。
【００９８】
　真珠光沢剤
　本明細書の組成物は、任意成分として１種以上の真珠光沢剤を含んでもよい。好適な剤
は、真珠光沢効果を生じるために光を反射及び屈折することが可能である結晶性又はガラ
ス状固形の、透明又は半透明化合物である。本発明の組成物は、典型的には有機及び／又
は無機真珠光沢剤のいずれかを含み得る。
【００９９】
　本発明の組成物が有機真珠光沢剤を含む場合、有機真珠光沢剤は、典型的には、活性物
質濃度で、総組成物の約０．０５重量％～約２．０重量％、好ましくは約０．１重量％～
約１．０重量％の１００％活性有機真珠光沢剤を含む。本発明の組成物が無機真珠光沢剤
を含む場合、無機真珠光沢剤は、典型的には、活性物質濃度で、総組成物の約０．００１
重量％～約１．０重量％、好ましくは約０．００１重量％～約０．３重量％、より好まし
くは約０．０１重量％～約０．２重量％の１００％活性無機真珠光沢剤を含む。無機真珠
光沢剤としてはアルミノケイ酸塩及び／又はホウケイ酸塩が挙げられる。好ましいものは
、非常に高い屈折率を有するよう処理されたアルミノケイ酸塩及び／又はホウケイ酸塩で
あり、好ましくはシリカ、金属酸化物、アルミノケイ酸塩及び／又はホウケイ酸塩コーテ
ィングしたオキシ塩化物である。より好ましくは無機真珠光沢は雲母であり、更により好
ましくはＢＡＳＦ　Ｍｅａｒｌｉｎ　Ｓｕｐｅｒｆｉｎｅなどの、二酸化チタン処理され
た雲母である。
【０１００】
　他の市販の好適な無機真珠光沢剤は、Ｍｅｒｃｋから、商品名Ｉｒｉｏｄｉｎ、Ｂｉｒ
ｏｎ、Ｘｉｒｏｎａ、Ｔｉｍｉｒｏｎ　Ｃｏｌｏｒｏｎａ、Ｄｉｃｈｒｏｎａ、Ｃａｎｄ
ｕｒｉｎ及びＲｏｎａｓｔａｒとして入手可能である。他の市販の無機真珠光沢剤は、Ｂ
ＡＳＦ（Ｅｎｇｅｌｈａｒｄ，Ｍｅａｒｌ）から商品名Ｂｉｊｕ、Ｂｉ－Ｌｉｔｅ、Ｃｈ
ｒｏｍａ－Ｌｉｔｅ、Ｐｅａｒｌ－Ｇｌｏ、Ｍｅａｒｌｉｔｅで、Ｅｃｋａｒｔから商品
名Ｐｒｅｓｔｉｇｅ　Ｓｏｆｔ　Ｓｉｌｖｅｒ及びＰｒｅｓｔｉｇｅ　Ｓｉｌｋ　Ｓｉｌ
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ｖｅｒ　Ｓｔａｒで入手可能である。
【０１０１】
　真珠光沢剤の粒径（球体の最大直径にわたって測定される）は、典型的には、約２００
マイクロメートル未満であり、好ましくは約１００マイクロメートル未満であり、より好
ましくは約５０マイクロメートル未満である。
【０１０２】
　洗浄ポリマー
　本明細書の組成物は、所望により更に１種以上のアルコキシル化ポリエチレンイミンポ
リマーを含み得る。組成物には、国際公開第２００７／１３５６４５号（Ｔｈｅ　Ｐｒｏ
ｃｔｅｒ　＆　Ｇａｍｂｌｅ　Ｃｏｍｐａｎｙ）の２頁３３行目～５頁５行目に記載され
、５～７頁の実施例１～４に例示されるように、総組成物の約０．０１重量％～約１０重
量％、好ましくは約０．０１重量％～約２重量％、より好ましくは約０．１重量％～約１
．５重量％、更により好ましくは約０．２重量％～約１．５重量％のアルコキシル化ポリ
エチレンイミンポリマーが含まれ得る。
【０１０３】
　本発明の組成物のアルコキシル化ポリエチレンイミンポリマーは、約４００～約１００
００の重量平均分子量、好ましくは約４００～約７０００の重量平均分子量、あるいは約
３０００～約７０００の重量平均分子量を有するポリエチレンイミン主鎖を有する。
【０１０４】
　ポリエチレンイミン主鎖のアルコキシル化には、（１）ポリエチレンイミン主鎖中の内
部窒素原子又は末端窒素原子にて修飾が生じるかどうかによって、窒素原子１個当たり１
又は２個のアルコキシル化修飾であって、このアルコキシル化修飾が、修飾１個当たり平
均約１～約４０個のアルコキシ部分を有するポリアルコキシレン鎖による水素原子の置換
からなり、アルコキシル化修飾の末端アルコキシ部分が水素、Ｃ1～Ｃ4アルキル、又はこ
れらの混合物で末端封鎖されるアルコキシル化修飾、（２）窒素原子１個当たり１つのＣ

1～Ｃ4アルキル部分又はベンジル部分の置換及びポリエチレンイミン主鎖中の内部窒素原
子又は末端窒素原子にて置換が生じるかどうかによって１つ又は２つのアルコキシル化修
飾であって、このアルコキシル化修飾が、修飾１個当たり平均約１～約４０個のアルコキ
シ部分を有するポリアルコキシレン鎖による水素原子の置換からなり、末端アルコキシ部
分が水素、Ｃ1～Ｃ4アルキル、又はこれらの混合物で末端封鎖されている置換及び修飾、
あるいは（３）これらの組み合わせが挙げられる。
【０１０５】
　組成物は更にグラフト系としての水溶性ポリアルキレンオキシド（Ａ）、及びビニルエ
ステル構成要素の重合により形成される側鎖（Ｂ）に基づく両親媒性グラフトポリマーを
含むことができ、このようなポリマーは、ＢＡＳＦの特許出願、国際公開第２００７／１
３８０５３号の、２頁の１４行目～１０頁の３４行目の記載、及び１５～１８頁の例示に
あるように、アルキレンオキシド単位５０個あたり平均≦１のグラフト部位と、約３，０
００～約１００，０００の平均モル質量Ｍｗと、を有する。
【０１０６】
　マグネシウムイオン
　任意に存在するマグネシウムイオンは、二価イオンをほとんど含有しない軟水中でその
組成物が使用されるときに、洗剤組成物中で使用されてもよい。使用される場合、マグネ
シウムイオンは、好ましくは水酸化物、塩化物、酢酸塩、硫酸塩、蟻酸塩、酸化物又は硝
酸塩として、本発明の組成物に添加される。含まれる場合、マグネシウムイオンは、液体
洗剤組成物の約０．０１重量％～約１．５重量％、好ましくは約０．０１５重量％～約１
重量％、より好ましくは約０．０２５重量％～約０．５重量％の活性物質濃度で存在する
。
【０１０７】
　溶媒
　本組成物は、所望により溶媒を含んでもよい。好適な溶媒には、Ｃ4～14エーテル及び
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ジエーテル、グリコール、アルコキシル化グリコール、Ｃ6～Ｃ16グリコールエーテル、
アルコキシル化芳香族アルコール、芳香族アルコール、脂肪族分枝状アルコール、アルコ
キシル化脂肪族分枝状アルコール、アルコキシル化直鎖Ｃ1～Ｃ5アルコール、直鎖Ｃ1～
Ｃ5アルコール、アミン、Ｃ8～Ｃ14アルキル及びシクロアルキル炭化水素及びハロ炭化水
素、並びにこれらの混合物が挙げられる。存在する場合、液体洗剤組成物は、液体洗剤組
成物の約０．０１重量％～約２０重量％、好ましくは約０．５重量％～約２０重量％、よ
り好ましくは約１重量％～約１０重量％の溶媒を含有する。これらの溶媒は、水などの水
性液体キャリアと共に使用することができ、又はいずれの水性液体もなしに使用すること
ができる。
【０１０８】
　ヒドロトロープ
　本発明の液体洗剤組成物は、液体洗剤組成物が水に適切に相溶するように、所望により
ヒドロトロープを有効量で含んでもよい。本明細書で使用するのに好適なヒドロトロープ
には、アニオン型のヒドロトロープ、特にキシレンスルホン酸ナトリウム、キシレンスル
ホン酸カリウム、及びキシレンスルホン酸アンモニウム、トルエンスルホン酸ナトリウム
、トルエンスルホン酸カリウム、及びトルエンスルホン酸アンモニウム、クメンスルホン
酸ナトリウム、クメンスルホン酸カリウム、及びクメンスルホン酸アンモニウム、これら
の混合物、並びに米国特許第３，９１５，９０３号に開示されている関連する化合物が挙
げられる。本発明の液体洗剤組成物は、典型的には、液体手洗い用食器類洗浄組成物の約
０重量％～約１５重量％、好ましくは約１重量％～約１０重量％、最も好ましくは約３重
量％～約１０重量％のヒドロトロープ、又はその混合物を含む。
【０１０９】
　高分子泡安定剤
　本発明の組成物は、所望により、高分子泡安定剤を含有することができる。これらの高
分子泡安定剤は、液体洗剤組成物の起泡量及び起泡持続時間の増大をもたらす。これらの
高分子泡安定剤は、（Ｎ，Ｎ－ジアルキルアミノ）アルキルエステルのホモポリマー、及
び（Ｎ，Ｎ－ジアルキルアミノ）アルキルアクリレートエステルのホモポリマーから選択
することができる。従来のゲル透過クロマトグラフィーを介して決定される高分子泡増量
剤の重量平均分子量は、約１，０００～約２，０００，０００、好ましくは約５，０００
～約１，０００，０００、より好ましくは約１０，０００～約７５０，０００、より好ま
しくは約２０，０００～約５００，０００、更により好ましくは約３５，０００～約２０
０，０００である。高分子泡安定剤は、所望により無機塩又は有機塩のいずれかの塩の形
態で存在してもよい。
【０１１０】
　１つの好ましい高分子泡安定剤は、（Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノ）アルキルアクリレート
エステルである。他の好ましい起泡増進ポリマーは、ヒドロキシプロピルアクリレート／
ジメチルアミノエチルメタクリレートコポリマー（ＨＰＡ／ＤＭＡＭコポリマー）である
。
【０１１１】
　組成物に存在する場合、高分子起泡増進／安定剤は、液体洗剤組成物の約０．０１重量
％～約１５重量％、好ましくは約０．０５重量％～１０重量％、より好ましくは０．１重
量％～５重量％で存在してもよい。
【０１１２】
　他の好ましい高分子起泡増進剤の部類は、約４５，０００未満の、好ましくは１０，０
００～４０，０００の、より好ましくは１３，０００～約２５，０００の数平均分子量（
Ｍｗ）を有する疎水変性セルロース系ポリマーである。疎水変性セルロース系ポリマーと
しては、非イオン性及びカチオン性のセルロース誘導体などの、水溶性セルロースエーテ
ル誘導体が挙げられる。好ましいセルロース誘導体としては、メチルセルロース、ヒドロ
キシプロピルメチルセルロース、ヒドロキシエチルメチルセルロース、及びこれらの混合
物が挙げられる。



(21) JP 2013-535547 A 2013.9.12

10

20

30

40

50

【０１１３】
　ジアミン
　本発明による組成物の別の任意成分は、ジアミンである。液体洗剤組成物のユーザーの
習慣及びやり方は著しいばらつきを示すので、組成物は、好ましくは組成物の約０重量％
～約１５重量％、好ましくは約０．１重量％～約１５重量％、好ましくは約０．２重量％
～約１０重量％、より好ましくは約０．２５重量％～約６重量％、より好ましくは約０．
５重量％～約１．５重量％の、少なくとも１種のジアミンを含有する。
【０１１４】
　好ましい有機ジアミンは、ｐＫ１及びｐＫ２が約８．０～約１１．５の範囲内、好まし
い約８．４～約１１の範囲内、更により好ましくは約８．６～約１０．７５であるもので
ある。好ましい物質としては、１，３－ビス（メチルアミン）－シクロヘキサン（ｐＫａ
＝１０～１０．５）、１，３－プロパンジアミン（ｐＫ１＝１０．５、ｐＫ２＝８．８）
、１，６－ヘキサンジアミン（ｐＫ１＝１１、ｐＫ２＝１０）、１，３－ペンタンジアミ
ン（ＤＹＴＥＫ　ＥＰ（登録商標））（ｐＫ１＝１０．５、ｐＫ２＝８．９）、２－メチ
ル１，５－ペンタンジアミン（ＤＹＴＥＫ　Ａ（登録商標））（ｐＫ１＝１１．２、ｐＫ
２＝１０．０）が挙げられる。他の好ましい材料としては、Ｃ4～Ｃ8の範囲のアルキレン
スペーサーを有する、第１級／第１級ジアミンが挙げられる。
【０１１５】
　カルボン酸
　本発明による液体洗剤組成物は、組成物のすすぎの感触を向上させるために、直鎖若し
くは環式カルボン酸又はその塩を含んでもよい。アニオン性界面活性剤が存在する場合、
特に総組成物の約１５～３５重量％の範囲で多量に存在する場合、ユーザーの手及び食器
にぬるりとした感触を与える組成物になる。この滑りやすい感触は、本明細書で規定され
るカルボン酸を用いる場合に減少する、即ち、すすぎの感触が抵抗感（draggy）になる。
【０１１６】
　本明細書で有用なカルボン酸には、Ｃ1～6直鎖又は少なくとも約３個の炭素を含有する
環状酸が挙げられる。カルボン酸又はその塩の、直鎖若しくは環状炭素含有鎖は、ヒドロ
キシル基、エステル基、エーテル基、１～６個の、より好ましくは１～４個の炭素原子を
有する脂肪族基、及びこれらの混合物からなる群から選択される置換基で、置換すること
ができる。
【０１１７】
　好ましいカルボン酸は、サリチル酸、マレイン酸、アセチルサリチル酸、３－メチルサ
リチル酸、４－ヒドロキシイソフタル酸、ジヒドロキシフマル酸、１，２，４ベンゼント
リカルボン酸、ペンタン酸、及びこれらの塩、並びにこれらの混合物からなる群から選択
されるものである。カルボン酸が塩の形態で存在する場合、その塩のカチオンは、好まし
くは、アルカリ金属、アルカリ土類金属、モノエタノールアミン、ジエタノールアミン、
又はトリエタノールアミン、並びにこれらの混合物から選択される。
【０１１８】
　カルボン酸又はその塩は、存在する場合、好ましくは、総組成物の約０．１重量％～５
重量％、より好ましくは約０．２重量％～約１重量％、最も好ましくは約０．２５重量％
～０．５重量％の濃度で存在する。
【０１１９】
　他の任意構成成分：
　本明細書の液体洗剤組成物は更に、香料、染料、乳白剤、酵素、キレート剤、ｐＨ緩衝
手段、並びにポリアクリレート、多糖類若しくは多糖類誘導体タイプのもの、及び／又は
溶媒とポリカルボキシレートポリマーとの組み合わせを含むレオロジー調整剤などの、液
体洗剤組成物で使用するのに好適な多数の他の任意成分を含むことができる。軽質液体洗
剤組成物の使用に好適な許容できる任意成分の更なる記載を、米国特許第５，７９８，５
０５号に見出すことができる。
【０１２０】
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　組成物の粘度（Thickness）
　本明細書の液体手洗い用食器類洗浄組成物は、好ましくは増粘され、また好ましくは、
２０ｓ-1及び２０℃で約５０～約５０００センチポアズ（５０～５０００ｍＰａ．ｓ）、
より好ましくは約１００～約４０００センチポアズ（１００～４０００ｍＰａ．ｓ）、更
により好ましくは約２００～３５００センチポアズ（２００～３５００ｍＰａ．ｓ）、最
も好ましくは約４００～約３０００センチポアズ（４００～３０００ｍＰａ．ｓ）の粘度
を有する。粘度は、従来の方法によって判定することができる。本発明による粘度は、直
径４０ｍｍ及び間隙サイズ５００μｍの平板の鋼製スピンドルを使用する、ＴＡ　ｉｎｓ
ｔｒｕｍｅｎｔｓ製のＡＲ　５５０レオメーターを使用して測定される。２０ｓ－１での
高せん断粘度、及び０．５ｓ-1での低せん断粘度は、２０℃における３分間の０．１ｓ-1

～２５ｓ-1の対数せん断速度曲線から得ることができる。
【０１２１】
　本明細書に記載した好ましいレオロジーは、洗剤成分による内在する構造化を用いて、
又は組成物に擬塑性若しくはずり減粘レオロジー特性と、剪断後の粘度の時間依存性回復
（チキソトロピー）と、を提供する外部のレオロジー調整剤及び／若しくは結晶構造化剤
を使用することにより達成することができる。
【実施例】
【０１２２】
　実施例：液体食器類洗浄洗剤組成物
【０１２３】
【表１】

【０１２４】
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【０１２５】
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【表３】

　*微量成分：染料、乳白剤、香料、保存料、ヒドロトロープ、加工助剤、レオロジー調
整剤及び／又は安定剤。
　（１）カチオン変性ヒドロキシエチルセルロース（ポリクオタニウム－１０）。
　（２）アクリルアミドとジアリルジメチルアンモニウム塩とのコポリマー－ＣＴＦＡ名
：ポリクオタニウム－７
　（３）グアーヒドロキシプロピルトリモニウムクロリド
【０１２６】
　本明細書に開示した寸法及び値は、記載された正確な数値に厳密に限定されるものとし
て理解されるべきでない。むしろ、特に断らないかぎり、そのようなそれぞれの寸法は、
記載された値及びその値周辺の機能的に同等の範囲の両方を意味するものとする。例えば
、「４０ｍｍ」として開示された寸法は、「約４０ｍｍ」を意味することを意図する。
【０１２７】
　相互参照されるか又は関連するすべての特許又は特許出願を含む、本願に引用されるす
べての文書を、特に除外又は限定することを明言しないかぎりにおいて、その全容にわた
って本願に援用するものである。いずれの文献の引用も、こうした文献が本願で開示又は
特許請求されるすべての発明に対する先行技術であることを容認するものではなく、また
、こうした文献が、単独で、あるいは他のすべての参照文献とのあらゆる組み合わせにお
いて、こうした発明のいずれかを参照、教示、示唆又は開示していることを容認するもの
でもない。更に、本文書において、ある用語の任意の意味又は定義の範囲が、援用文献中
の同じ用語の任意の意味又は定義と矛盾する場合には、本文書中で用語に与えられる意味
又は定義が優先するものとする。
【０１２８】
　以上、本発明の特定の実施形態を例示、記載したが、本発明の趣旨及び範囲から逸脱す
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ることなく他の様々な変更及び改変を行い得る点は、当業者には明らかであろう。したが
って、本発明の範囲に含まれるそのようなすべての変更及び改変を添付の特許請求の範囲
において網羅するものとする。
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